
京都女子大学発達教育学部紀要　2023,　第19号

― 97 ―

　森　久　佳　　
（教育学科教育学専攻）

デューイ実験学校（Dewey’s Laboratory School）における
『コース・オブ・スタディの概要』の意義と課題

　本論文の目的は，デューイ実験学校（Dewey’s Laboratory School）の教師たちが中心に作成・
公表した『大学附属小学校：コース・オブ・スタディの概要』（University Elementary School: 
Outline of Course of Study）の意義と課題を明らかにすることである。実験学校の教師たちが作成
したコース・オブ・スタディ（学習の課程）には，「分化（differentiation）」の概念を基軸とする「漸
進的分化型カリキュラム」のプロセスが組み込まれていた。これは今日の「学校を基盤とするカリ
キュラム開発（School-based Curriculum Development）」にあたる先駆的成果として位置づけられ
ると同時に，教育実践の固定化を招く危険性も孕んでいた。

キーワード：�デューイ実験学校，コース・オブ・スタディの概要，学校を基盤とするカリキュラム
開発

はじめに
　 デ ュ ー イ 実 験 学 校（Dewey’s Laboratory 
School；以下，「実験学校」）を対象とする研究
では，タナー（Tanner 1997）が同校に関する
新たな一次資料を用いて分析し、その成果を
世に問うて以降，具体的で詳細な実践活動を
視野に入れることが主流となった。近年では，
同校を女性教育者の視点から分析したダース
ト（Durst 2010）や，デューイ（J. Dewey）の
哲学や運営体制と結びつけて分析したノール

（Knoll 2022）などの研究が挙げられる。日本
における実験学校の研究も活況の様相を呈して
おり，同校の教育実践の意義も含めた知見が，
幾多の先行研究で詳らかにされてきた（伊藤
2010；小柳 2010；小柳 2020；中野 2016；千賀
2009；高浦 2009，など）。
　そうしたデューイ実験学校にとって，カリ
キュラム（curriculum），とりわけ，「カリキュ
ラ ム の 計 画（planning of a curriculum）」 の
側面を無視することはできない。かつて実験
学校に教師として勤務し，『デューイ・スクー

ル』（Dewey School）の著者でもあったメイ
ヒュー（K. C. Mayhew）とエドワーズ（A. C. 
Edwards）によれば，実験学校の「カリキュラ
ムの計画」は静的な性質のものではなく，「成
長しつつある子どもの経験の変化する必要性お
よび興味に絶えず奉仕するもの」（Mayhew & 
Edwards 1936, p.20）だった。
　こうした実験学校の「カリキュラムの計画」
を検討する上で着目すべき文書がある。それ
は，1899 年 6 月に，同校が作成し公表した『大
学附属小学校：コース・オブ・スタディの概
要（University Elementary School: Outline of 
Course of Study）』（以下『概要』）1）である。こ
の文書に関してノールは，「〔実験学校の〕学
術的な衒学的傾向や組織的な無秩序性，そし
て，とりわけ教育的な感傷主義に傾いていた
当初の傾向は 1898 年に乗り越えられ，1899 年
の 6 月に公式に出された同校の最初にして唯一
の『コース・オブ・スタディの概要』でもって，
目に見える形で切り抜けられた」（Knoll 2014, 
p.457）と評している。この指摘を踏まえると，
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（1）�カリキュラムの体系的な組織化の志向と
部門制の導入

　 デ ュ ー イ は， 実 験 学 校 開 校 前 の 1894 ～
95 年 頃 に， 同 校 の 開 設 に あ た っ て「 仕 事

（occupation）」を中核に据えたカリキュラムを
構想し，学校カリキュラムの体系的な組織化を
企図していた。そして 1895 年の秋頃に，『大
学附属学校組織案』（The plan of organization 
of the University Elementary School）を私的
に出版し，その中で実験学校のカリキュラムの
計画段階にあたるものを示していた（Dewey 
1973[1895?]）。
　また，実験学校では，開校当初は 1 人の教師
がいくつかの分野にわたって子どもたちを教え
る「オールラウンド教師（all-round teacher）」
の制度を採用していた。しかし，半年後には，
ある分野の専門的な知見を備えたスペシャリス
ト（specialist）がその技量を活かせる分野で
子どもたちを教える「エキスパート教師（expert 
teacher）」制度へと変更した。それに伴い，年
長と年少の子どもたちを混合させて相互が関わ
り合うことによって教育的効果を図る開校当
初の方針は，子どもたちをある程度の年齢に
応じたグループに編成する方針へと転換され
た。ただし，このグループ分けは，「興味の類
似性，一般的な知的能力と精神的な鋭敏性，あ
る種の作業を行う能力に基づいて」（Mayhew 
& Edwards 1936: 35）いた。
　こうした転換に伴い，実験学校では「部門
制（Departmentalized form）」（Tanner 1997, 
p.65） が 導 入 さ れ，「 歴 史（History）」，「 理
科（Science）」，「 料 理（Cooking）」，「 裁 縫

（Sewing）」，「工作（Shop）」，「芸術（Art）」，「音
楽（Music）」，「体育（Gymnasium）」などの部
門に分かれた教育実践が行われるようになっ
た。そして，「料理」・「裁縫」・「工作」の活動
で取り上げられる単元が各教科の内容へと発展
する形から，「手工訓練（料理・裁縫・工作）」，

「歴史・文学」，「理科」の３領域における各単
元が他の２つの領域と相互に関連する形へとカ
リキュラムの形態は変化した（森 2003）。

『概要』は，実験学校が新たなステージへと進
むことを示した文書だったとも考えられる。
　ところが，実験学校のカリキュラムに関する
先行研究は数多くあるにもかかわらず，カリ
キュラムの計画の視点から，この『概要』の吟
味や検討を踏まえた分析はこれまで十分になさ
れてこなかった。森（2009）はカリキュラムの
計画の視点から，同校のカリキュラム・デザイ
ンの形態の変遷について分析しているが，『概
要』には触れておらず，その位置づけも明確に
分析していない。
　このような先行研究の状況を鑑みると，資料
の出自は異なるが，『概要』の構成等を分析し
ている小柳（2022）の成果は貴重である。小柳
は，公表された『概要』の内容について，その
後の展開過程を別の資料も援用しながら検討し
ている。ただし，『概要』自体のもつ意義や課
題にまで小柳の吟味は及んでいない。先述の指
摘を行ったノールも，『概要』が実験学校にとっ
て重要な意味を有するとした指摘自体の根拠に
ついて明確に提示していない２）。そのため，現
時点で，『概要』の意義や課題に関する実質的
な検証は未着手の状況にあるといえる。
　以上のことを踏まえて，本論では，デューイ
実験学校において作成・公表された『概要』の
意義と課題を明らかにすることを目的とする。
まず，第 1 節では実験学校におけるカリキュラ
ム開発形態とそれを巡る諸状況の変遷過程を整
理して確認する。次に第 2 節では，『概要』の
具体的な構成を確認し，その特色を検討する。
そして第 3 節では，そうした『概要』のもつ意
義と課題について考察する。

１．�デューイ実験学校のカリキュラム開発の変
遷過程

　デューイ実験学校では，前期（1896 ～ 1898
年 6 月）での成功と失敗を経たうえで開発され
たカリキュラムが，後期（1898 年 10 月～ 1904
年）おけるカリキュラムが発展する土台となっ
た（Mayhew & Edwards 1936, p.39）。こうし
たカリキュラムに関する変遷過程を以下で整理
する。
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い子どもたちの教室で用いられることのな
かった素材と活動でもって何ができるのか
を知ることだった。これらの自発的な諸活
動を教室の中で活かすためには，かなりの程
度自由な形で変化させたり削除したり，ま
た後に必要だとわかれば繰り返すことが必
要だった。結果として，当校のプログラム
は，常に，性質上は多かれ少なかれ仮説的

〔tentative〕であり，その中で頻繁に変更が
生じていた。年代によって，もしくはグルー
プや教師によっては，活かすのにすばらし
いとわかった教科 〔subject〕もあれば，そ
うでないとわかったものもあった。経験を
基にし，教師の嗜好と訓練，また，環境と
設備のリソースに沿いながら，教材と方法
の双方の変化と改訂が継続して実施されて
いたのだ。（Mayhew & Edwards 1936, p.52）3）

　森（2009）によれば，前期における実験学校
の「カリキュラムの計画」は大幅な改編・改良
を前提にデザインされ，後期の段階では，そう
して出来上がったカリキュラムの計画を基盤に
して，子どもの状況に対応した柔軟な形でカ
リキュラムがデザインされてきた。また，その
際，ある程度内容が確定したとされる 1898 年
度のカリキュラムが，後期においては土台とし
て準拠枠的に位置づけられていたという。確か
に，後期における「計画」のそのものは，前期
と同様に「試案」的であり「リソース（資源）」
として位置づけられていたが，土台となるカリ
キュラムがある程度出来上がっていた点で，前
期の「計画」とは異なる側面を有していた。
　こうした前期と後期の狭間にあたる 1899 年
6 月に，実験学校は『概要』を作成し公表した
ことになる。そうした『概要』の内容や構成に
ついて次節で検討する。

2．�『コース・オブ・スタディの概要』の内容・
構成とその特色

　『概要』の構成は，表 1 のように，大きく「は
じめに」と「コース・オブ・スタディの概要」
に分かれている。以下，それぞれ確認する。

（2）�成長段階の考慮と「社会的な仕事（オキュ
ペーション）」活動の導入

　デューイ実験学校では，デューイや同校の教
師らによる子どもの成長段階に関する研究も行
われていた。1897 年頃からすでに，同校では
子どもたちの活動を観察し，子どもの成長には
ある程度の段階が存在することを明らかにする
ことで，成長段階の定式化が試みられていた。
この成長段階の特徴は，1897 年 5 月と 1898 年
12 月のシカゴ大学の『大学紀要』（University 
Record）においてデューイによって示されて
いる（森 2003）。
　また，1897 年 4 月頃には，「社会的な仕事

（social occupation）」を扱った活動が「歴史」
の一環として検討され取り組まれていた。「そ
の主要な考えは，現存する諸条件を維持してい
る田舎と都市の生活との相互作用」であり，仕
事（オキュペーション）の選択に際しては，子
どもの衣食住と非常に密接に結び付いたもの
が取り上げられるように努力されていた。こう
した実験段階を経て，「社会的な仕事」をテー
マとした「社会的オキュペーション（Social 
Occupation）」活動（活動内容としての「社会
的な仕事（social occupation）」を扱う活動領域
の枠組み）が，1898 年度の時点でほぼ体系化
されるに至った（森 2004a）。

（3）「前期」から「後期」への変遷の特色
　実験学校にとって，開校してからの数年
間（1896 ～ 98 年の時期）は試行錯誤の時期
であり，まさしく“実験”の連続だったと
いう。

　�この〔前期の実験学校の〕カリキュラムは， 
1896 年から 1898 年まで当校にお馴染みのも
のであり，「開発的カリキュラムの初期〔early 
period of the developing curriculum〕」 と
呼ばれる内容だった。この実験的な学校で
関心の対象となっていたのは，どのような
教材〔subject matter〕が発展的な子どもの
生活の各時期に適しているかということ発
見することだけでなく，それまで決して幼
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た統一性の一定した特徴を，精神的および感情
的な満足と十全性に至らせる方法」であり，「組
織し相関するのは教材の共通性と連続性であ
る」のだ（Dewey 1976[1900], p.99）。

（2）�成長段階に応じたコース・オブ・スタディ
の概要

　この「分化」の概念と切りはなすことが
できないのが，先述した成長の段階（stages, 
or periods）である。『概要』において，成長
の概念は，実験学校にとってあらゆる水準に
おける生命の主要な特徴であり，この成長を
統制する原理が，実験学校の理論の指導原理

（guiding principle）となっていた（Mayhew & 
Edwards 1936, p. 413）。
　デューイ自身は，子どもの成長（growth）
を３つの段階（第 1 期～第 3 期）に分けて特
徴づけている。こうした成長段階の定式化は，
デューイや同校の教師たちが子どもたちと関わ
る中で観察し見出してきた知見だった。これら
の諸段階は厳密に区分けされた固定的なもの
ではなく，「子どもの成長のさまざまな段階は
移行的なものであり，別の段階へと混ざり合
い，そして重なり合う」（Mayhew & Edwards 
1936, p.253）ものと考えられていた。『概要』
では，デューイによる各段階の一般的な特徴と，
その各段階の子どもたちが１週間で活動する時
間数や内容及び１日の活動時間帯が示されてい
る（表 2）。
　第 1 期（4 ～ 8 歳）の段階では，「家庭と近
隣の生活の結びつきが特に密接」とされ，歴史
と理科が結びついた活動に一番多くの時間が割
かれている（5 時間）。その次に多いのが工作
や裁縫活動の専任教員の下で実施される構成的
活動（3 時間），その他の活動は 30 分～ 1 時間
半の時間が割かれている。この年代のグループ
の活動は午前中となっている。
　第 2 期（8 歳半～ 10 歳）の段階になると，「読
み・書き・計算」の活動が他の活動と関連して
取り入れられている。この時期になると，歴史
と理科の活動に分かれて，それぞれ 6 時間ずつ
時間が割かれ，午後も活動が実施されている。

表 1　『概要』の構成

はじめに（INTRODUCTION）
・一般的観点（GENRAL　SATNDPOINT）
・相関（CORRELATION）
・�諸 教 科 の 分 化（DIFFERENTIATION OF 

STUDIES）
　　第 1 期／第 2 期／第 3 期
コース・オブ・スタディの概要
・�グループサブプライマリー／グループⅠ／グ

ループⅡ／グループⅢ／グループⅣ／グルー
プⅤ／グループⅥ／グループⅦ／グループⅧ

（1）「相関」と「分化」
　まず，「はじめに」の記述は，デューイによ
る「大学附属小学校：活動の枠組みの一般的
な 概 要（The University Elementary School: 
General Outline of Scheme of Work）」（Dewey 
1976[1898]）と全く同じ内容である。そこでは，

「全体として，当校〔実験学校〕は日常生活・
経験と学校のより形式的な活動との間にある結
びつきをできるだけ多く活用することを基盤に
して組織されている」とある。また，同校にお
ける活動や主題（テーマ）が「相関（correlation）」
しており，こうした活動やテーマが，子どもの
成長段階に沿いながら「分化（differentiation）」
している方針が示されている（The University 
Elementary School: Outline of Course of Study 
1899, pp.1-3）。
　諸教科の「相関」は，実験学校にとって鍵と
なる概念だった。ここでいう「相関」とは，「教
師がそれ自体は結び付いていない事物を集めよ
うと努力する中で援用するような，教授の工夫
を通して生じるものではない」。実験学校で考
えられていた「相関」とは，「浪費を避けて，
精神的成長の統一性を保つために，学習される
さまざまな事柄と，獲得の最中である力との相
互作用の問題」である。この観点からすると，「相
関」の問題は「分化（differentiation）」の問題
でもあった（Dewey 1976[1900], p.99）。すなわ
ち，生活の統一性が子どもたちに示されるとき，
その統一性はさまざまな仕事（オキュペーショ
ン）や動植物および地理的状況の多様性を結び
付け，それらに沿って進行する。「図画，模型
製作，ゲーム，構成作業，数の計算は，そうし
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※ 1 日当たりの時間数が表記されている場合は，その旨を示している。
The University Elementary School: Outline of Course of Study  1899, より筆者作成

表 2 成長段階に応じたコース・オブ・スタディの概要

―5― 

の項⽬で，各教科（部⾨）ごとに記されている。 そのすべて表記したものが，表 3-1・3-2 である。 

表  2 成 ⻑ 段 階 に 応 じ た コ ー ス ・ オ ブ ・ ス タ デ ィ の 概 要

※ 1 ⽇ 当 た り の 時 間 数 が 表 記 さ れ て い る 場 合 は ， そ の 旨 を ⽰ し て い る 。

The Univers i ty  E lementary  School :  Out l ine  o f  Course  o f  Study  1899,  よ り 筆 者 作 成  

(4) 各グループの「コース・オブ・スタディ
の概要」の構成

次 に，各グループのコース・オブ・スタディ

の概要については，「グループ名（学年，年齢）」，
「グループの⼤きな学習テーマ」の項⽬で，各
教科（部⾨）ごとに記されている。 

期 年 齢 デューイによる 
特徴づけ 

活動内容 
（【 】は週当たりの時間数※） 週時間数 時間帯 

第
１
期

4～8歳 

・ 家庭と近隣の生活の結び付きが特
に密接 

・ ほとんど直接的な社会的かつ進行
中の行動様式が占めている 

・ 知的に系統立てたり意識的に反省
したり、技術的方法を使いこなそ

うと試みることは、技術的にほと

んどない 
・ 作業の複雑さによっては、また、引
き受けることのできる責任の範囲

内では、子どもたちは連続的に成

長するので、明確な問題が徐々に

現れてくる。そのため、特別な方法

の習得が必要となってくる 

【5時間】歴史と理科とが結びついた活動 

【3時間】構成的活動で、工作ないし裁縫活動のいずれかの

専任教員による指導の下で実施

【1時間半】料理で、クラス昼食会の準備と提供も含む 

【1時間半】音楽 

【1時間半】芸術 

【毎日30分】体育、ゲームの形で 

【約1時間】体操 

15時間 

午前

9：00～ 

12：00 

第
２
期

8歳半～

10歳 

・ 読み・書き・計算する能力を保障す
る 
→それ自体ではなく、より直接的
な経験の様式と結び付いた形

で、必要に応じた援助および補

助を行う 
・ 意識的な注意が、物事を行う適切
なやり方と結論に達する方法に払

われる 
→単にそれ自体を行うこととは区
別される 

→規則の知識と作業の技術を獲得
するための特別な時間 

【6時間】歴史 

【6時間】理科 

【1時間】いわゆる学習時間：学習したテーマの歴史的・理

科的側面が、先の時期において以上に、より意識的に分

　割され始める 

【1時間】数を扱う活動 

【1時間半】音楽 

【1時間半】芸術 

【2時間半】体育：指導の下で、体操と、より行動に組織化
されたゲームに分けられた形で、より多くの時間が提供。

身体検査と測定が子どもに実施される。多様な感覚と肉

体的調整の検査は、〔シカゴ〕大学の心理学部の指導の下

で実施される 

15～ 20 

時間

午前

9：00～ 

12：00

午後

1：00～ 

2：00 

第
３
期

10～13 歳 

・ さまざまな作業の流れを歴史、理
科などの形態へと明確に分化す

る。 
↓ 

・ 真の研究
→それぞれにおいて運用される方
法と道具が修得されている限

り、ある程度までは、その子ど

もはそれ自体で各々を取り上

げ、追及する 

【2時間半】歴史 

【2時間半】理科 

【1時間】学習〔タイム〕 

【4時間半】構成的活動の時間：芸術と、いわゆる裁縫活動

と工作で分けられる。年度によって総時間数は変動。

【1時間半】算数活動 

【5時間】2 つの言語（フランス語とラテン語） 

【1時間～2 時間】身体活動の体育：一層特別な器具の使用

と、個々人の活動を指導の下で導入。指導の下でゲーム

の継続。時間数が変動するが、これらの時間は、新聞の準

備と発行といったような、全校活動のいくつかが子ども

たちによって指揮されることに費やされる。 
【※時間数表記なし】芸術活動：一般的に学校が社会に対

するのと同じように、芸術が学校に対して同じ関連を維

持するように編成される。そうした理由のため、その教

科の自然な分化が4つの分野、すなわち、構成、装飾、

描画、描写、である。他の形で示されない場合は、構成的

活動は工作のために計画された課程で具体化される。装

飾の課程は、工作・裁縫部門の両方の活動を密接に相関

している。デザインは、子どもたちが制作した対象の飾
り付けのためだけの課程を通して為される。 

【※時間数表記なし】描画活動：学校生活と子どもが学習

したことを表現することが大部分である。描画と描写の

間の区別は、教師の心の中だけのことである。両者は密

接に絡み合っている。描写は、芸術の言語的側面に関す

る成長の単なる手段である。以下の概略では、当該の年

齢の技巧的側面に関する動機が述べられているが、その

時間に特定の目的に力点が置かれているということの意

味を理解できるだろう。子どもは最初から芸術の言語の

要素をすべて活用しなければならない。そうした言語の

ある部分は、経験上見出された、ある技巧的達成に最も

適している年齢における意識的な学習テーマとして、子

どもの前に持ち込まれる 

22時間半

〜 24時間 

午前

9 ： 00 ～

12：00 

午後

12：30～

2：00 

もしくは

1：00～

2：30 

（※1日当たりの時間数が表記されている場合は、その旨示している。） 『概要』より筆者作成
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表
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 各
グ

ル
ー

プ
の

コ
ー

ス
・

オ
ブ

・
ス

タ
デ

ィ
の

概
要

1（
社

会
的

オ
キ

ュ
ペ

ー
シ

ョ
ン

/歴
史

/理
科

/地
理

）
 

 

Su
b-
Pr
im
ar
y

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ
Ⅷ

1−
2年
⽬

3年
⽬

4年
⽬

5年
⽬

6年
⽬

7年
⽬

8年
⽬

9年
⽬

10
年
⽬

4−
5歳

6歳
7歳

8歳
9歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

家
事
と
近
隣
の
オ

キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

歴
史

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

現
在
の
産
業
に
関
す
る
オ

キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン

(a
)様
々
な
農
業
形
態
 
(b
)採
鉱
と
採
⽯
 
（
c)
製

材
 
(d
)移
送
 
(e
)典
型
的
な
商
店

オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
と
発

明
・
発
見
を
通
し
た
社
会
的
進
歩

狩
猟
と
漁
業
，
半
農
・
牧
畜
・
沿
岸
⽣
活
；
定
住
農

業
；
⾦
属
の
発
⾒
と
活
⽤
；
商
業
と
輸
送

典
型
的
な
種
族

そ
れ
ら
と
関
わ
る
発
⾒
・
探
検
：
エ
ス
キ
モ
ー
、
ア
フ
リ

カ
⼈
、
⿊
⼈
、
中
国
⼈
、
⽇
本
⼈
な
ど
；
初
期
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
⼈
と
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
。

ア
メ
リ
カ
史
と
地
理

前
年
度
に
学
習
し
た
発
⾒
・
探
検
と
結
び
付
く
。
し

か
し
、
新
た
な
⾃
然
状
況
に
対
し
て
既
に
形
成
さ
れ

た
社
会
的
習
慣
と
技
術
的
資
源
を
適
応
さ
せ
る
も
の

と
し
て
の
植
⺠
地
⽣
活
に
重
き
を
置
く
。
16
60
年
頃

に
フ
ラ
ン
ス
の
探
検
家
た
ち
が
下
っ
た
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
峡
⾕
・
シ
カ
ゴ
、
17
75
年
頃
ま
で
の
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
オ
ラ
ン
ダ
⼈
，
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
騎
⼠
派
（
王

党
派
）
と
い
っ
た
⼀
連
の
典
型
的
な
植
⺠
地
の
⼊

植
。

18
30
年
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
植
⺠
地

間
の
相
互
関
係
と
統
合
の
発
展
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
必
然
的
な
独
⽴
と
そ

の
結
果
と
し
て
⽣
じ
た
社
会
的
お
よ
び

政
治
的
発
展
。

過
去
2
年
間
で
学
習

し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
史

と
関
連
す
る
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

初
期
の
発
⾒
と
後
の
移
住
・
定
住
を
引
き
起
こ
し
た
産
業

的
、
技
術
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
，
政
治
的
原
因
。
ス
ペ

イ
ン
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が

新
た
な
世
界
と
関
わ
る
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
史
と
地
理

東
洋
と
ロ
ー
マ
と
関
わ
る
形
で
学
習
。
芸
術
，
⽂
学

に
特
別
な
注
意
を
払
う
。

ロ
ー
マ
史
と
地
理

⼀
⽅
で
ギ
リ
シ
ャ
を
、
他
⽅
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
⼤
陸
と

東
洋
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
。
政
治
的
・
⾏
政
的
な
機

構
お
よ
び
理
想
の
起
源
に
特
別
な
注
意
を
払
う
。

理
科

理
科
と
地
理
の
す
べ
て
は
，
社
会

的
な
興
味
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
る
状
態
に
あ
る
。
地
理
は
地
⽅

の
地
理
か
ら
始
ま
り
，
各
々
の
オ

キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
備
わ
っ
て
い

る
場
所
性
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。

産
業
の
成
⻑
と
結
び
つ
く
中
で
、
治

（
m
et
al
lu
rg
y）
の
始
ま
り
と
、
い
く
つ
か

の
典
型
的
な
エ
ン
ジ
ン
の
発
明
・
発
⾒
。
料

理
の
過
程
の
継
続
と
し
て
、
⾷
物
の
消
化
；

循
環
と
呼
吸
、
体
育
の
活
動
と
関
連
し
た
筋

⾁
組
織
に
関
す
る
⼀
般
的
な
⽣
理
学
。
／
無

脊
椎
動
物
の
発
達
の
類
型
に
関
す
る
学
習
。

絵
画
で
⽤
い
ら
れ
て
き
た
遠
近
法
の
原
理
を

説
明
す
る
の
に
⼗
分
な
法
則
を
提
供
す
る
。

星
雲
理
論
に
関
す
る
復
習
と
、
地
球
の
冷
却
に
関
す

る
物
理
的
変
化
お
よ
び
堆
積
岩
、
⼆
次
的
な
岩
⽯
の

形
成
、
地
理
的
な
過
去
と
現
在
の
関
連
と
い
う
⼀
般

的
な
問
題
に
通
じ
る
岩
⽯
の
形
成
に
つ
い
て
継
続
的

に
ま
と
め
る
。
こ
れ
は
、
⼟
壌
・
天
候
と
結
び
付
い

た
主
な
農
産
物
の
位
置
と
、
合
衆
国
の
鉱
物
資
源
の

分
布
と
を
社
会
的
側
⾯
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す

る
。
⽣
物
学
的
側
⾯
に
関
し
て
は
、
動
植
物
の
歴
史

的
発
達
が
現
存
す
る
類
型
に
関
す
る
学
習
を
⾏
う
こ

と
で
⾮
常
に
⼀
般
的
に
明
ら
か
に
な
る
。
／
電
気
資

源
と
そ
の
使
⽤
に
つ
い
て
は
、
電
気
ベ
ル
や
電
話
、

電
報
の
よ
う
な
よ
り
単
純
な
活
⽤
と
い
う
形
で
学

習
。

光
・
熱
・
電
気
に
対
す
る
よ
り
低
次
な
形
態

と
関
連
す
る
単
純
な
⽅
法
、
す
な
わ
ち
反
射

的
動
作
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
感
覚
・
運
動

の
テ
ス
ト
動
植
物
の
⽣
理
学
に
つ
い
て
よ
り

特
殊
化
さ
れ
た
⽅
法
を
継
続
。
学
校
で
⾏
う

感
覚
・
運
動
テ
ス
ト
と
関
連
し
な
が
ら
、
感

覚
・
知
覚
の
物
理
的
分
析
を
⾏
う
。

電
気
資
源
と
そ
の
活
⽤
に
関
す
る
学
習
の
継

続
。
化
学
と
物
理
の
学
習
で
、
写
真
が
始
ま

る
。

動
植
物
の
⽣
理
学
の
活
動
を
継
続
。
特

別
な
感
覚
器
官
の
適
⽤
の
流
れ
に
沿
っ

て
、
感
覚
に
関
す
る
前
年
度
の
活
動

と
、
下
等
動
物
に
お
け
る
同
じ
器
官
の

単
純
な
形
の
復
習
を
し
な
が
ら
；
電
気

の
活
⽤
に
関
す
る
学
習
の
継
続
は
、
測

量
の
単
純
な
⽅
法
を
含
む
；
写
真
撮
影

の
活
動
も
継
続
し
、
カ
メ
ラ
に
応
⽤
す

る
よ
り
⼀
般
的
な
光
の
⼀
般
的
法
則
を

扱
う
。

理
科
と
地
理

⼀
般
的
、
典
型
的
な
地
理
は
、
狩
猟
時
期
や
漁
業
時

期
の
期
間
に
お
け
る
⼭
脈
地
域
，
半
農
と
遊
牧
に
お

け
る
平
原
，
海
岸
，
沿
岸
⽣
活
な
ど
の
よ
う
な
，
仕

事
（
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
）
を
⾃
然
地
理
的
な
諸
状

況
に
適
⽤
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
動
植
物
，

鉱
⼭
，
⾦
属
と
関
連
し
た
学
習
；
原
始
⽣
活
に
お
い

て
⽤
い
ら
れ
た
典
型
的
，
機
械
的
，
化
学
的
過
程
に

つ
い
て
の
学
習
；
溶
解
，
染
⾊
，
陶
器
製
作
な
ど
の

よ
う
な
典
型
的
過
程
で
の
実
験
的
な
活
動
、
な
ど
。

料
理
と
関
連
す
る
作
業
で
は
、
1つ
か
2つ
の
要
素
が

孤
⽴
し
て
い
る
。
付
随
的
・
観
察
的
作
業
；
植
物
の

成
育
史
に
つ
い
て
の
学
習
、
昆
⾍
の
4つ
の
⼀
般
的

な
分
類
、
無
脊
椎
・
脊
椎
動
物
、
野
⽣
・
家
畜
動

物
。

地
球
の
進
化
と
関
連
し
た
⼤
規
模
な
物
理
的
な
⼒
と

過
程
、
そ
し
て
⼈
類
の
⽣
活
と
関
連
し
た
現
在
の
⾃

然
地
理
学
的
構
造
；
⼈
類
の
住
処
に
お
け
る
動
植
物

と
の
特
別
な
関
係
、
帯
（
zo
ne
）
、
海
流
、
貿
易
⾵

の
よ
う
な
⼀
般
的
な
気
候
と
⼟
壌
の
状
況
、
不
⽑
な

⼟
壌
と
豊
か
な
⼟
壌
を
⽣
み
出
す
典
型
的
・
⼀
般
的

条
件
。
料
理
と
の
関
連
で
、
野
菜
と
シ
リ
ア
ル
に
お

け
る
デ
ン
プ
ン
と
セ
ル
ロ
ー
ス
に
関
す
る
実
験
的
作

業
。
／
主
要
な
概
念
は
地
理
学
的
な
も
の
で
、
⽣
活

の
様
式
が
天
候
、
⼟
壌
な
ど
に
適
応
す
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
社
会
的
組
織
も
含
む
。
そ

の
⽬
的
は
、
(1
)ロ
マ
ン
ス
と
冒
険
の
た
め
の
本
能

を
把
握
す
る
こ
と
、
(2
)地
理
学
に
通
じ
る
道
を
も

た
ら
す
こ
と
、
(3
)あ
る
程
度
、
⽂
化
と
⽂
明
を
提

供
す
る
こ
と
；
⽅
法
；
構
成
、
物
語
り
、
実
験
。

歴
史
の
活
動
と
関
連
し
た
学
習
。
動
植
物
が

含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
が
植
⺠
地
の
場

所
、
仕
事
、
資
源
を
決
定
付
け
た
限
り
に
お

い
て
、
⾃
然
地
理
的
に
考
慮
さ
れ
た
各
植
⺠

地
の
環
境
、
五
⼤
湖
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
峡
⾕

の
⼀
般
的
な
⾃
然
の
地
理
、
地
質
学
、
気
候

状
況
は
、
⼤
⻄
洋
岸
の
植
⺠
地
に
お
け
る
⾃

然
地
理
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
役
⽴
つ
。
こ

の
年
の
実
験
的
活
動
は
、
開
拓
時
代
の
単
純

な
産
業
、
植
物
の
⼟
壌
に
対
す
る
関
係
、
動

物
の
⼟
壌
に
対
す
る
関
係
と
い
っ
た
諸
問
題

が
基
礎
。

地
理

北
ア
メ
リ
カ
の
⼀
般
的
な
地
理
。
地
球
の
簡

単
な
数
学
的
な
地
理
（
5年
⽬
で
提
供
さ
れ

た
地
球
の
地
理
を
復
習
し
，
季
節
，
帯
，
海

洋
，
⼤
気
の
流
れ
な
ど
の
原
因
を
再
び
明
ら

か
に
し
な
が
ら
）
。
各
植
⺠
地
に
お
け
る
⾃

然
地
理
が
，
こ
の
年
，
よ
り
詳
し
く
取
り
組

ま
れ
る
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の
鉱
⼭
資
源
の

発
展
の
よ
う
な
，
各
植
⺠
地
の
典
型
的
な
産

業
の
始
ま
り
に
関
す
る
学
習
と
結
び
つ
き
な

が
ら
）
。

天
体
⇒
星
雲
理
論
に
関
す
る
復
習
／
地
球
の
冷
却
に

関
す
る
物
理
的
変
化
の
継
続
的
な
ま
と
め
／
岩
⽯
の

形
成
→
堆
積
岩
，
⼆
次
的
な
岩
⽯
の
形
成
，
地
理
的

な
過
去
と
現
在
の
関
連
と
い
う
⼀
般
的
な
問
題
（
⼟

壌
・
天
候
と
結
び
付
い
た
主
な
農
産
物
の
位
置
と
，

合
衆
国
の
鉱
物
資
源
の
分
布
と
を
，
社
会
的
側
⾯
に

基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
）
／
動
植
物
の
歴
史
的
発

達
（
⽣
物
学
的
側
⾯
）
⇒
現
存
す
る
類
型
に
関
す
る

学
習
／
電
気
⇒
電
気
資
源
と
そ
の
使
⽤
（
電
気
ベ

ル
，
電
話
，
電
報
）

動
植
物
の
⽣
理
学
⇒
光
・
熱
・
電
気
に

対
す
る
関
係
（
反
射
的
動
作
）

感
覚
・
運
動
の
テ
ス
ト
⇒
化
学
・
物
理

で
実
施
／
電
気
⇒
電
気
資
源
と
そ
の
使

⽤
／
写
真
撮
影
（
化
学
・
物
理
に
お
い

て
）

動
植
物
の
⽣
理
学
⇒
特
別
な
感
覚
器
官

の
適
⽤
の
流
れ
に
沿
っ
て
，
感
覚
に
関

す
る
前
年
度
の
作
業
と
，
下
等
動
物
に

お
け
る
同
じ
器
官
の
単
純
な
形
の
復
習

を
し
な
が
ら

電
気
⇒
電
気
の
適
⽤
／
測
量
の
諸
⽅
法

写
真
撮
影
⇒
光
の
⼀
般
的
法
則

表
 3

-1
　

 各
グ

ル
ー

プ
の

コ
ー

ス
・

オ
ブ

・
ス

タ
デ

ィ
の

概
要

1（
社

会
的

オ
キ

ュ
ペ

ー
シ

ョ
ン

/
歴

史
/

理
科

/
地

理
）
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表
3-

2 
各

グ
ル

ー
プ

の
コ

ー
ス

・
オ

ブ
・

ス
タ

デ
ィ

の
概

要
2（

算
数

/読
み

⽅
・

書
き

⽅
/⾳
楽

/芸
術
活
動

/⼯
作
活
動

/料
理

/裁
縫

）
 

表
3−

1・
表

3-
2

と
も

に
，

T
he

 U
ni

ve
rs

it
y 

El
em

en
ta

ry
 S

ch
oo

l:
 O

ut
li

ne
 o

f 
C

ou
rs

e 
of

 S
tu

dy
 1

89
9,

 よ
り

筆
者

作
成

 

（
※

18
99
年

10
⽉
以
降

，
Su

b-
P

ri
m

ar
y

は
グ

ル
ー

プ
Ⅰ

・
Ⅱ

と
し

て
区

分
さ

れ
，

そ
れ
伴

い
，

各
グ

ル
ー

プ
の
ナ

ン
バ

ー
は

，
グ

ル
ー

プ
Ⅲ

（
6
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅳ

（
7
歳

）
/

グ
ル

ー
プ

Ⅴ
（

8
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅵ

（
9
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅶ

（
10
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅷ

（
11
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅸ

（
12
歳

）
/グ

ル
ー

プ
Ⅹ

（
13
歳

），
と
変
更

し
た

。）
 

Su
b-
Pr
im
ar
y

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ
Ⅷ

1−
2年
⽬

3年
⽬

4年
⽬

5年
⽬

6年
⽬

7年
⽬

8年
⽬

9年
⽬

10
年
⽬

4−
5歳

6歳
7歳

8歳
9歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

家
事
と
近
隣
の
オ

キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

社
会
的
活
動
な
い
し
歴
史

歴
史

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

歴
史
な
い
し
社
会
的
活
動

算
数

⼿
作
業

ha
nd

 w
or

kや
ゲ
ー

ム
形
式
と
付
随

的
。
料
理
，

裁
縫
，

⼯
作
で
は
，
分

数
，
つ

ま
り
，
フ
ィ
ー
ト
や
イ
ン

チ
，
ク
オ
ー
ト
，

パ
イ
ン
ト
，
オ
ン
ス
，

ポ
ン
ド
の
の
1/
2，

1/
3，
1/
4。

3年
⽬
と
同
じ
基

盤
で
作
業
；
さ
ら
に

進
ん
で
，

全
過
程
の
シ
ン

ボ
ル
を

導
⼊
。

⼯
作
，
料
理
，

裁
縫
，
理
科
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
た
作
業
が
，
10
進
法
，

⾜
し

算
と
引
き

算
，
⾯
積
の
測
量
と
結
び
つ
い
た
限
定
的
な

問
題
で

系
統
⽴
て
ら
れ
る
。

前
年
の
作
業
と
同
じ
や
り
⽅
（
た

だ
し
，
地

図
描
画
と
結
び
つ
い
て
，
さ
ら
に

割
り

算
と

割
合
が

導
⼊
）
。
平
⾏

四
辺
形
と

三
⾓
形
の

⾯
積

算
出
；
学
校
会

計
。

理
科
で
概

略
し
た
作
業
と
結
び
つ
い
た

数
に
特
に
重

点
。
合
衆
国
の
通

貨
の
基

盤
を

設
け
た
10
進
法
，

百
分

率
の
原
理
；

円
の
測
量
，
⽴
⽅
体
と

円
柱
の
体

積
，

⾓
度
測
定
，
代

数
の

表
記
法
（
理
科
や

⼯
作
作

業
で
必
要
と
さ
れ
る
）
。

構
成
的
な

幾
何
（
理
科
の
器

具
の
製
作
と

⼯
作
で
の
応
⽤
と
結
び
つ
い
て

公
式
化
）
；
分

数
の

操
作
（
分

数
の

割
引
，

⾜
し

算
，
引
き

算
，

掛
け

算
，

割
り

算
）
。

社
会
的
な

算
数
（

税
⾦
，

銀
⾏

預
⾦
）
；
ロ
ー
マ
史

と
結
び
つ
い
た
測
量
・
測
定
，
カ

レ
ン
ダ
ー
の
発

達
。

⽐
率
，

割
合
の

公
式
化
；

幾
何
的
・

三
⾓
法
的

⽅
法
（
の
構
成
作
業
の
取
り
組
み
で
⽤
い
ら
れ

る
）
，

⾓
度
測
定
の

公
式
化
（
物
理
の
問
題
と
結
び

つ
い
た
）
。

電
気
の
単
位
に
取
り
組
む
（
理
科
の
作
業
で

⽣
じ
た
問
題
）
。

幾
何
学
的
・

三
⾓
法
的
形

式
の
説
明
（

⼯
作
と
実
験

室
で
⽣
じ
た
問

題
）
。

読
み
方
・
書
き
方

歴
史
を

表
現
す
る

⼿
段
と
し
て
取

り
上
げ
る
（
物
語
と

記
録
の
形

で
）
。

⿊
板
に

書
く
こ
と
は
，

ほ
ぼ
限
定

的
。
形
式
よ
り
も
動
作
に
重

点
。

⾃
分
⽤
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
⾃
ら
の

記
録
と
物
語
を

読
む
こ
と
に
重

点
を
置
き
，
時
間
を

費
や
す
。

記
録

を
書
く
時
間
も
，

割
合
と
し
て

増
え
て
い
る
。

関
連

読
書
（

『
植
⺠
地
時
代
の

⼦
ど

も
』
（
マ
ラ
・
プ
ラ
ッ
ト
）
；

『
植
⺠

地
の
開
拓

者
た
ち

』
，

「
13
植
⺠
地
物

語
」
（

ガ
ー

バ
ー
他
）
；

『
⾃
然
地
理

学
の
初

歩
』
（
タ
ー
）
）
。
無

罫
紙
で

書
き
⽅
。
形
式
と

迅
速
さ
に
注
意
。

読
み
⽅
（
歴
史
と
関
連
す
る
も
の
が
⼤
半
）
：

『
合

衆
国
史

』
（

ヒ
ガ
ー

ソ
ン
）
；

『
植
⺠
地
か
ら
連

邦
へ

』
（

ム
ー
ア
）
；

『
ア
メ
リ
カ
植
⺠
地

』
（
ス

ウ
ェ
イ
ト
）
；

『
76
年
代
の

少
年
た
ち

』
（

コ
フ
ィ

ン
）
；

『
ブ
ラ
ド
ッ
ク
の

敗
北

』
（
パ
ー
ク
マ

ン
）
：

『
⾰

命
の

英
雄
た
ち

』
（
パ
ー
ト
ン
）
，

『
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
の

陰
謀

』
（
パ
ー
ク
マ
ン
）
。

理
科
に
お
い
て
：
物
理
と
化
学
の

簡
単
な
教
科

書
，

百
科
事
典
（
必
要
な

情
報
源
と
し
て
）
の
使
⽤
。

書
き
⽅
（
こ
の
年
に

増
加
し
た
歴
史
と
理
科
の
時
間

で
）
。

読
み
⽅
（
歴
史
と
関
連
す
る
⽂

献
）
：

『
ギ

リ
シ
ャ
⼈
の
物
語

』
（

ゲ
ー

バ
ー
）
；

『
イ

リ
ア
ス
，
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
，
プ
ル
タ
ル

コ
ス
の
⽣

涯
の

翻
訳

』
；
理
科
：
ス

コ
ッ
ト
の

『
地
理

』
；
シ

ェ
ラ
ー
の

『
初
め
て
の
⼈
た

ち
の
地
理

』
。

書
き
⽅
（
作
業
の

記
録
と
ス

ク
ー
ル
・
ペ
ー
パ
ー
の
た
め
の
報

告
）
。

マ
コ
ー

レ
ー
の

『
古
代
ロ
ー
マ
の

地
勢

』
；

『
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ

の
歴
史

研
究

』
（
シ

ェ
ル
ド

ン
）
；

『
ロ
ー
マ
の

古
美
術

』
（

ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
）
；
プ
ル
タ
ル

コ
ス
の

『
⽣

涯
』
。

音
楽

歌
，

歌
詞
，
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
構
成
。
技

術
的
側
⾯
で
は
，

正
確
な

⾳
程
；
リ

ズ
ム
で
の
無
意

識
の
活
動
。

歌
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

創
作
。
リ

ズ
ム
を

意
識
す
る
作
業
（
2，
3，
4，
6拍
の

リ
ズ

ム
）
。

歌
の

創
作
，
リ

ズ
ム
の
さ
ら
な
る
発

達
；

鍵
盤
の

⾳
符

名
を

⾔
う
；

譜
表
の

線
と

空
⽩
。

歌
の

創
作
；
リ

ズ
ミ
カ
ル
な

拍
⼦

（
in
cid
en
t）
の

導
⼊
（

四
分

⾳
符
，

⼋
分

⾳
符
，
半

⾳
符
，

全
⾳

符
）
。

創
作
の
作
業
（
そ
れ
ま
で
と
同
様
）
；
新
た

な
リ

ズ
ミ
カ
ル
な

拍
⼦
の

導
⼊
；

点
⾳

符
，

⼗
六
分

⾳
符
，

休
符
（

四
分

休
符
，

⼋
分

休
符
，
半

休
符
，

全
休

符
）
。

歌
の

創
作
；
技
術
的
作
業
；

C，
F，

G
の

鍵
盤
で
の

表
記
；

拍
⼦
（

Fi
と

Ri
）
の

導
⼊
。

D
と

Bフ
ラ
ッ
ト
の

鍵
盤
で
の

表
記
。

歌
（
2パ
ー
ト
）
，
2つ
の
シ
ャ
ー
プ
と

2つ
の
フ
ラ
ッ
ト
の

鍵
盤
。

創
作
作
業
の
継
続
。
技
術
的
側
⾯
は
，

ま
だ

整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

芸
術
活
動

時
間
の
⼤
半
は
，
歴
史
と
社
会
⽣
活
と
結
び

つ
い
た
対

象
の

表
現
に

費
や
さ
れ
る
。

粘
⼟

を
使
っ
た
形
態
の
学
習
；
⾊
，

チ
ョ
ー
ク
と

⽔
性
絵
の

具
，
⼤
き
く

簡
単
な

塊
で
。

ね
ら

い
：
観
察
す
る
⼒
と
，
筋
⾁
の

調
整
を
呼
び

起
こ
す
。

地
⾯
，

空
，

樹
⽊
な
ど
の

普
通
の

外
観

を
表
現
（

描
写
の
作
業
に
役
⽴
つ
）
。

素
材
：

粘
⼟
，
⾊

チ
ョ
ー
ク
，

炭
。

飾
り
（

⽔
性
絵
の

具
）
。
⼀
般
的
⽬
的
：

⾃
⼰

表
現

表
現
：
歴
史
と
結
び
つ
い
た
対

象
（
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
式
の
陶
器
，
道

具
な
ど
）
。
素

材
：
デ

ザ
イ
ン
の
た
め
の

粘
⼟
，
⾊

チ
ョ
ー

ク
，

炭
，

⽔
性
絵
の

具
。
⽬
的
：
⾃

⼰
表
現

と
視
覚

訓
練
（
そ
の
た
め
，
学
習
さ
れ
る
対

象
が

増
え
る
）

構
成
：
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
オ
ラ
ン
ダ
⼈

に
よ
る
初
期
開
拓
時
代
の
家

屋
の
平
⾯

図
と
上

部
構
造
。

表
現
：

建
物
，

ポ
ー

ズ
し
た

姿
，
⾵

景
。
素
材
：
⾊

チ
ョ
ー

ク
，

炭
，

粘
⼟
。
⽬
的
：

視
覚

訓
練
。

表
現
：

ポ
ー

ズ
し
た

姿
，

建
築
の

描
画
，
⾵

景
。
⾊
と
光
学
に
お
け
る
⼀
定
の
原
理
の
存

在
に
注
⽬
。
素
材
：
⿊
と

⽩
の
使
⽤
（
⽣

徒
た
ち
は
，
⾊
か
ら

離
れ
た
光
と
影
か
ら
形
を

認
識
す
る
）
。
⽬
的
：

専
⾨
的
技
能
の

視
覚

訓
練
。

表
現
：
他
の
作
業
と
結
び
つ
い
た

多
様
な
対

象
；
結
合
的
な

描
写
と

表
現
。
素
材
：

炭
，

単
⾊
画
，

粘
⼟
；

多
様
性
の
た
め
に
，
機
会

に
応
じ
て
⾊
も
使
⽤
。
⽬
的
：

専
⾨
的
技
能

（
割
合
，
構
成
，
光
と
影
）
；

視
覚

訓
練
。

表
現
：

建
築
，
⼈
物

像
，
⾵

景
。
素
材
：

炭
，

鉛
筆
，

⽔
性
絵
の

具
，
ペ
ン
，
イ
ン
ク
，

粘
⼟
。
⽬

的
：

美
的
感
覚
の
発
達
。
技
術
：

創
作
，

線
の

描
画
，
マ
ッ
ス
，
明

暗
度
に
つ
い
て
の
学
習
。

構
成
：
ロ
ー
マ
式

建
築
，
芸
術
の
歴
史
（
構
成
の
原

理
と
し
て
）
。

表
現
：
⼈
物

像
の

綿
密
な
学
習
。
素

材
：
こ
の
と
き
ま
で
に
，
⼗
分
に
⾃

由
な
状
況
で
，

⽣
徒
が
扱
う
素
材
を

選
択
で
き
る
べ
き
。

工
作
活
動

そ
り
や

荷
⾺

⾞
，

⼿
押
し

⾞
，

鋤
，
な
ど
，

学
習
し
た
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
で
⽤
い
た
物

を
選

ん
で

制
作
す
る
。

建
物
を

制
作
す
る
中

で
，

ボ
ー
ル

紙
に

印
を
付
け
る
こ
と
も

導
⼊
。
す
べ
て
の
組
み
⽴
て
は
，
⾯
無
し

縁
に

よ
る
。

構
成
的
側
⾯
（
家

屋
，
社
会
的
な
仕
事

の
作
業
で
必
要
な
道

具
の
製
作
）
に
主

な
重

点
。

追
加
の
道

具
（

⼿
斧
，

ナ
イ

フ
）
。
素
材
は

⽊
材
の

全
形
態
（

⼿
を

加
え
ら
れ
て
い
な
い

⽊
か
ら
仕
上
が
っ

た
丸

太
ま
で
）

技
術
や
仕
上
げ
よ
り
も
構
成
に
重

点
；
機
器

の
第
⼀
原
理
；
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
重

ね
継

ぎ
，

接
⽊
）
の
使
⽤
；

切
削
⽤

ナ
イ
フ
，
素
材

（
材

⽊
，

葦
，

籐
，

⽵
）
の
使
⽤
；
歴
史
と

理
科
で
必
要
な

品
物
製
作
；

描
写
；
⽇
本
式

家
屋
，
カ

ヤ
ッ
ク
，
ジ
ャ
ン
ク
，
い
か

だ
⾈
，
リ
ー
ル
と

紡
ぎ

⾞
。

作
業
の
仕
上
げ
が
さ
ら
に
要

求
さ
れ
る
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型的な種族」（8 歳）→「アメリカ史と地理」（9・
10 歳）→「近代ヨーロッパ史（過去 2 年間で
学習してきたアメリカ史と関連）」（11 歳）→「ギ
リシャ史と地理」（12 歳）→「ローマ史と地理」

（13 歳），という流れで構成されている。
　「理科」に関しては 6 歳段階で記述があるが，

「理科と地理のすべては，社会的な興味と密接
につながっている」とあるので，実質的には理
科と地理が一体的にとらえられていると解釈で
きる。その点を踏まえると，9 歳までは「理科」
と「地理」を総合した活動が構成され，10 歳
以降にそれぞれが分かれている（分化していく）
構成になっていることがわかる。
　読み方・書き方・算数については，算数が 6
歳段階でいち早く組み込まれているが，料理や
裁縫といった活動に付随することが意識されて
いる。その後，7 歳以降は読み方・書き方も組
み込まれているが，同じく活動に付随するよう
に構成されていることが見て取れる。
　最後に，音楽，芸術活動，工作活動，料理，
裁縫の活動は，6 歳以降の段階でそれぞれ独自
に構成されているがわかる（ただし，工作活動
と料理については 13 歳の段階ではまだ整理さ
れていない状態と記されている）。

（5）�『コース・オブ・スタディの概要』におけ
る「分化」

　以上のような実験学校の『概要』は，「漸進
的分化型カリキュラム」（森 2005）のプロセス
が組み込まれていると考えられる。森（2005）は，
1898 年度（1898 ～ 1899 年）のデューイ実験学
校の教育実践やカリキュラムを分析し，同校に
おけるカリキュラムの分化のプロセスを「漸進
的分化型カリキュラム」と名づけていた（図 1）。
特に『概要』で確認できる歴史と理科（地理を
含む）を総合した社会的な活動（社会的オキュ
ペーション活動）から，歴史と理科，そして地
理へと分化していく過程は，1898 年度の実践
ですでに顕現しており，1899 年の『概要』か
ら漸進的分化型カリキュラムの志向性を看取で
きる。
　また，読み方・書き方に関しても，森（2004）

　第 3 期は，さまざまな作業の流れが明確に分
化するとされ，子どもたちは「研究」を実施す
るとされている。活動に割く時間も，これまで
一番多かった歴史や理科がそれぞれ 2 時間半程
度となり，芸術や裁縫，工作等が含まれる構成
的活動に 4 時間半が，フランス語やラテン語と
いった外国語にも 5 時間が充てられている。

（3）�各グループの「コース・オブ・スタディ
の概要」の構成

　次に，各グループのコース・オブ・スタディ
の概要を検討する。『概要』では，「グループ名

（学年，年齢）」，「グループの大きな学習テーマ」
の項目で，各教科（部門）ごとに記されている。
そのすべて表記したものが，表 3-1・3-2 である。

（4）�各グループの「コース・オブ・スタディ
の概要」の構成

　次に，各グループのコース・オブ・スタディ
の概要については，「グループ名（学年，年齢）」，

「グループの大きな学習テーマ」の項目で，各
教科（部門）ごとに記されている。
　表 3-1・3-2 では，表 2 の内容がコース・オ
ブ・スタディとしてどのように具体化されてい
るかを確認することができる。まず，1 年ごと
に年齢（グループ）が分けられ，それぞれの概
要が示されている。表 3-1 は主として歴史と理
科，地理に関する内容をまとめたものである。
幼児部門に当たるサブ・プライマリー（Sub-
primary）では，「家庭と近隣のオキュペーショ
ン」をテーマとする活動が設定され，それ以降，
6～8歳まで「社会的活動ないし歴史」，9歳で「歴
史」，そして，10 歳以降は「歴史ないし社会的
活動」をテーマとする活動が組まれていると考
えられる。大まかにいえば，社会的活動を重視
した活動から歴史を中心とした活動への移行過
程として解釈することができるだろう。
　さらに各年代のグループをみてみると，サブ・
プライマリーの詳細は記載されていないが，そ
れ以降は，「現在の産業に関するオキュペーショ
ン」（6 歳）→「オキュペーションの発展と改
名・発展を通した社会的進歩」（7 歳）→「典
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ていたとする誤解を払拭すべく，『学校と社会』
のなかで，同校における教材の選定やコース・
オブ・スタディ（学習の課程）の策定といっ
た学校経営ないし運営のほとんどが，同校の教
師たちの主導してきた点を強調していた。加え
て，デューイは，実験学校における教育上の原
理や方法も，開校当初から確固たる基準として
位置づけられていたのではなく，それを批判的
に受け止めながら，教師たちの手によって徐々
に発展してきたものだったとも述べていた。

（Dewey 1976[1900], pp.58-59）
　このような特色は，実験学校が開校していた
1890 年代の時代背景を踏まえると一層鮮明に
なる。当時全米では，カリキュラムの過剰によ
る授業の形式化・機械化に伴う機械的暗唱型・
復唱型の授業（recitation）への現状が批判さ
れていた。とりわけ，暗記型の授業（レシテー
ション）と教師の力量不足の問題と相俟って，
シカゴの公立学校は国家の不名誉となるまで
悪化していると評されていた（森 2004b；2016
参照）。そうした学校教育の状況に対して，実
験学校は，教師自身で学校の状況に応じてカ
リキュラムを開発する“可能性”を切り拓い
て提示したと言える。すなわち，『概要』に代
表されるデューイ実験学校のカリキュラムは，

が指摘していた「従属性・付随性」，「道具性」，「必
要性」の 3 つの性質と『概要』の内容は符合し
ている。森（2004）は，読み方・書き方の活動
が「歴史」部門との活動の密接に関わっている
こと，また，子どもの成長の早期段階では「読
む」・「書く」行為が中心とする活動だったのに
対して，子どもの成長に伴い，「読み」・「書き」
の独自の時間が「歴史」部門で確保され，「歴史」
以外の部門において「読む」・「書く」行為を中
心するような活動へと「読み」・「書き」の実践
のスタイルは移行していた点を明らかにしてい
た（森 2004）。今回検討した『概要』の内容は，
こうした成果との強い関連性を確認できる。

3．�実験学校の「コース・オブ・スタディの概要」
の意義と課題

　以上の議論を踏まえて，本節では『概要』の
意義と課題を検討する。

（1）�教師たちが作成した『コース・オブ・ス
タディの概要』の先駆性

　まず，『概要』の作成の中心が実験学校の教
師たちであったという事実を見逃すわけにはい
かない。デューイは，実験学校のカリキュラム
が開校当初から自身が考案し，すでに完成され

図 1　デューイ実験学校におけるカリキュラムの分化過程：漸進的分化型カリキュラム（森 2005 より）

家庭・近
隣の事象
を中心に
扱う活動

料理織物・裁縫
工作

料理
織物・裁縫工作

歴史 理科 理科

地理 動植物

生理学

物理

化学

歴史

料理

織物・裁縫 工作

社会的オキュペー
ション（歴史・理科）

子どもの
成長

4・5歳
（幼児教育段階）

6歳 7歳以降



デューイ実験学校（Dewey’s Laboratory School）における『コース・オブ・スタディの概要』（Outline of Course of Study）の意義と課題


― 106 ―

あるが，植民地時代の部屋の模型を備え付け
たり，有名なクラブハウスを建築したりする
ようなプロジェクト，つまりは，計画を立て
判断をして実行する際に発揮される真のチー
ムワークや重要となる協働作業を必要とする
ようなプロジェクトに取り組むことはめった
になくなった。また，代わりとなるような話
題と活動を選んだり，自分たちがしたいと考
えることを自律的に決定したりすることもほ
とんどできなかった。（Knoll 2014, p.457）

　ノールはこの主張の根拠を明確に提示しては
いないが，こうしたカリキュラムにおける子ど
も（児童）の自律的要素の現象や教師の授業運
営の技術的変化に関する指摘は，当時，デュー
イ自身が後年になって言及していた課題とある
程度対応している。例えば，佐藤（2002）は，
デューイが示した実験学校における課題とし
て，次の点を挙げている（佐藤 2002，p.107）。
　・�後期になると実験学校では実践の具体的な

内容や方法を決定するうえでの指針とな
る「原理」が自明視され，すべての教師に
等しく共有されているとみなされるように
なった。

　・�作業仮説にすぎなかったはずの実験学校に
おける指針となる「原理」が固定的に受け
とめられれる傾向に陥り，初期の頃に数多
く設けられた議論の場は減少した。

　残念ながら，デューイ自身はシカゴ大学に着
任後，およそ 10 年の期間を経てシカゴを去る
こととなり，いわゆる「デューイ実験学校」と
しての実践は終焉を迎えた。そのため，こうし
た課題に対して当時の実験学校が取り組んだそ
の後の歩みを検証することはできない。しかし
ながら，ノールやデューイ自身の投げかける指
摘の意味を無視することはできない。たとえ，
教師たち自身が自分たちでカリキュラムやコー
ス・オブ・スタディ，方針や原理をつくりあげ
たとしても，また，そうした行為自体が当時に
おいて先駆的な実践であったとしても，自らが
作り上げたもの自体が時に自らを縛り，かつて
の利点や意義を場合によっては損なってしまう

今日の「学校を基盤とするカリキュラム開発
（School-based Curriculum Development）」 に
あたる先駆的成果として位置づけられ得る。

（2）�「カリキュラムの計画」のリソースとして
の『コース・オブ・スタディの概要』

　次に，『概要』で示された内容（学習の課程）は，
確立されたものだったとはいえ，固定的に扱わ
れたものでもなかった点にも留意する必要があ
る。ノールは，1899 年度の実践において，『概
要』の「歴史」で示されていたギリシャ史とロー
マ史をテーマとする活動は，実際には 10 ～ 13
歳のグループでは実施されておらず，その意味
で『概要』は実験学校において義務的ないし強
制的なものではなかったと指摘している（Knoll 
2022, pp.143-145）。
　ノールによるこの指摘は，森（2009）の指摘
とも重なり合う点でもある。先述したように，
1899 年度の実践は，1898 年度のカリキュラム
の土台として，「リソース」ないし「試案」と
して活用されていた。そして，実施した段階で
計画通りにいかなかった場合や子どもの状況に
合わせた対応を行う必要があった場合，教師た
ちはそのカリキュラムを準拠枠的に参照しなが
ら柔軟に対処していたのである（森 2009）。 

（3）�「コース・オブ・スタディの概要」をめぐ
る実験学校の課題

　とはいえ，一方で，『概要』は看過できない
課題も内包していた。ノールは，『概要』が公
表された 1899 年度以降，実験学校の子どもた
ちが同校のカリキュラムと教授に影響を及ぼす
機会はほとんどなかったとして，次のように述
べている。

　�それ〔1899 年 6 月に『概要』が公表されて〕
以降，〔実験学校の〕児童たちにはカリキュ
ラムと授業〔instruction〕に影響を与える機
会はほとんどなく，限定的となった。その代
わりに，この学校の児童たちはグループの
リーダーとして指名され，教師が不在の時に
は，規則と秩序を守る責任を引き受けたので
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析の対象としている『概要』は同じ文書だと考
えられる。ただし，小柳は「コース・オブ・ス
タディ（course of study）」を「教育課程」と訳
して表記しているが，現時点で本稿はその訳語
を採用しない。周知のように，1920 ～ 30 年代に
コース・オブ・スタディの作成運動がアメリカ
で展開し，その運動は第二次世界大戦後に日本
にも多大な影響を与えた。その際，「カリキュラ
ム（curriculum）」は「教育課程」と訳され，「コー
ス・オブ・スタディ」は当時の教育課程を作成
のための基準である「学習指導要領」に相当し，
教育課程を作成する基準とされていた。その後，
学習指導要領が法的拘束性を有する文書として
位置づけられて以降も，この関係構造は大きく
変化していないといえる。以上の経緯を考慮す
ると，「コース・オブ・スタディ」を「教育課
程」と訳すことは，異なる意味を有する可能性
がある二つの用語を同義とみなし，そのことに
よって，実験学校におけるコース・オブ・スタ
ディの位置づけを見誤る恐れがあると考えられ
る。そのため，本稿では，ひとまず「コース・
オブ・スタディ」（場合によっては「学習の課
程」）と訳して表記している。なお，筆者は拙稿

（森 2020）において『概要』に言及した際，コー
ス・オブ・スタディの「概略」と表記していた
が，本稿では，コース・オブ・スタディの「概要」
と改めて表記したことも付記しておく。

3 引用文中の下線及び〔　　〕は引用者による。
以下同様。
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